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新年のごあいさつ

うしく男
ひと

・女
ひと

フォーラム2016

牛久市交通安全母の会 創立50周年記念大会

マイナンバーの通知カードを受け取りましたか？

所得税還付申告説明会／市県民税、所得税の申告
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No.1160
茨城県牛久市

今年
も笑って踊って福よこい

笑
しょうようかい

踊会の皆さん。獅子とひょっとこ・笑い

のお面はメンバーの神
かんばやし

林孝
たかし

さん（写真前列

中央・獅子所持）が木彫りで手作りしたもの。�

愛嬌たっぷりの顔で福を招きます！

笑い

ひょっと
こ



　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
市
政
運
営
に

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、「
笑
顔
の
ま
ち

牛
久
」を
つ
く
る
た
め
、「
対

話
に
よ
る
市
民
の
視
点

に
立
っ
た
自
治
体
運
営
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

「
ひ
た
ち
野
う
し
く
地
区
へ

　新年あけましておめでとう

ございます。

　昨年の5月3日に「牛久市観光大使」に任

命され、10月にはうしくコミュニティ FM

にも出演させていただきました。

　本年も相撲道に精進し、勝ち星を上げつ

つ、牛久市を積極的にPRし、牛久市をより

有名にしていきたいと思います。

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年5月に初の「牛久市観光大使」に任命

されました。

 本年もふるさと牛久を積極的にPRし、多

くの方に牛久市を知っていただけるよう頑

張ります！

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

牛
久
市
長 
根
本
洋
治

牛
久
市
観
光
大
使

❖フルーツポンチ
　村上健志さん

❖大 関
　稀勢の里関

牛
久
市
議
会副議長

尾野政子

議 長

市川圭一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
心
も
新
た
に

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
か
ら
市
議
会
の

活
動
に
対
し
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
た
な
年
を
迎
え
、
市

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ

を
自
覚
し
、
決
意
も
新
た

に
市
議
会
の
活
性
化
と
改

革
に
取
り
組
み
、
牛
久
市

を
さ
ら
に
魅
力
あ
る「
ま

ち
」
に
す
る
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
、新
年
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

背景写真：「牛久沼からの初日の出」 牛久市景観まちづくりネットワーク 坂弘毅氏撮影

の
中
学
校
建
設
」や「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
等
の
空
き

家
対
策
の
実
施
」
な
ど
の

施
策
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
牛
久
市
を
、

老
若
男
女
が
住
み
や
す
い

郷
土
に
す
る
た
め
に
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
市
民
の
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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姉妹都市・友好都市・親善友好都市

❖姉妹都市 茨城県 常陸太田市から
　明けましておめでとうございます。牛久市の皆様には、輝かしい新春を健やかに迎えられました

ことと、心からお慶び申し上げます。毎年、「かっぱ祭り」や「Waiワイまつり」に参加させていただく

とともに、貴市からは「常陸秋そばフェスティバル」や「竜神大吊橋」などに多くの市民の皆様にお出

でいただきますこと厚く御礼申し上げます。今後とも、それぞれの地域特性を活かした交流をとお

して、両市の絆が更に深まりますこと心より期待しております。7月末には、「道の駅 ひたちおおた」

がオープンいたしますので、皆様にも足をお運びいただければ幸いに存じます。貴市のますますの

ご発展と、市民の皆様のご健勝・ご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年のごあいさつといたします。

❖姉妹都市 オーストラリア オレンジ市から
　姉妹都市である牛久市の根本洋治市長、市の職員の皆様、そして友人である牛久市民の皆様に新

年のご挨拶が出来ることを大変光栄に思います。2015年は姉妹都市提携25周年となりました。「笑顔

があふれ　やすらぎのあるまち　うしく」の素晴らしい牛久市民との特別な関係を祝い、育むことが

できるのは、オレンジ市民にとっても名誉なことです。2016年には牛久市の高校生を歓迎し、また

根本洋治新市長との強い絆と友好関係を構築すべく、オレンジ市民やオレンジ市議会は、姉妹都市

関係をさらに深めていく所存です。最後に、オレンジ市役所、クリス・グリリス議長、オレンジ市

姉妹都市委員会の委員およびオレンジ市民を代表して、新年が牛久市の皆様にとって幸福で、平和

と調和に溢れたものとなりますよう願っております。

❖友好都市 イタリア グレーヴェ・イン・キアンティ市から
　親愛なる市長と牛久市民の皆様

　皆様にあてて年始のお祝いを申し上げることは大きな喜びです。この機会に、遠く離れた私たち

の2つのまちが共通の目標と価値ある伝統によって近づき強く結ばれていることを、私は祝福した

いと思います。そして、私たちの絆をさらに深め、ぜひ、実のある絆と互いへの敬意ある輝かしい

未来のための土台がつくられていくよう、努力したいと思います。

　みなさんと早くお知り合いになるのを楽しみに、心からの挨拶を送ります。

❖姉妹都市 カナダ ホワイトホース市から
　姉妹都市牛久市の根本市長ならびに牛久市民の皆様に新年のご挨拶を申し上げます。ホワイト

ホース市議会を代表して、新市長としてのご就任、謹んでお祝い申し上げます。過去30年間、牛久

市とホワイトホース市は姉妹都市として強い絆と友好関係を育ててまいりました。このプログラム

を通じて根本市長とお近づきになれることを私ども一同大変楽しみにしております。2016年には、

ホワイトホースの生徒達が牛久市を訪れることになります。牛久市の皆様が必ずや暖かく迎えてく

ださることを信じております。なにとぞよろしくお願いいたします。私どものこの長年にわたる友

好関係のおかげで、生徒たちは2つの国を隔てる距離を越えて、新しい人生経験を得ると共に生涯続

く友情を築くことができるのです。私どもの友好関係は決して揺るがぬものであり、必ずやあらた

な30年を迎えるであろうことを信じてやみません。新しい年が、根本市長にとっても牛久市にとっ

ても、素晴らしい年でありますように心からお祈り申し上げます。

❖親善友好都市 宮城県 加美郡 色麻町から
　牛久市の皆様、明けましておめでとうございます。皆様方には、健やかに新春をお迎えのことと

お慶び申し上げます。昨年は、本町の「かっぱのふるさと祭り」に、多数の牛久市民の方々においで

いただき、大変ありがとうございました。心から御礼申し上げます。私は、昨年8月に町長に就任

し、町長として日は浅いですが、牛久市とは「かっぱ村村長」の立場で親善友好都市としての交流を

深めるきっかけとなった時からご縁がございます。今年7月の「うしくかっぱ祭り」には、久々に牛

久市の皆様にお会いできることを心から楽しみにしております。今後も交流事業を通して、牛久市

と色麻町の絆をより一層強いものにして参りたいと思います。牛久市のますますのご発展と市民の

皆様のご多幸をお祈り申し上げ、新年のあいさつといたします。

ホワイトホース市長

ダン・カーティス

色麻町長

早坂 利悦

常陸太田市長

大久保 太一

グレーヴェ・イン・
キアンティ市長

パオロ・ソッターニ

オレンジ市長

ジョン・デイビス
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うしく男
ひ と

・女
ひ と

フォーラム2016
小さな「つながり」を大きな「ひろがり」へ

―共につくる希望のある未来  男女共同参画の視点から―

オープニングアトラクション　牛久市立牛久第三中学校吹奏楽部の演奏

開会

はらんきょうの会井戸端会議　はらんきょう版「茨城弁で語る女性差別撤廃条約」

　　　　　　　　　　　　　　　　～あなたらしく わたしらしく 生きるために～

　　　　　　　　　　　　　　　　①世界の女性の宝物

　　　　　　　　　　　　　　　　②女性は中、男性は外？

　　　　　　　　　　　　　　　　③暮らしの中に政治がある

　　　　　　　　　　　　　　　　④産むことはマイナスなの？

白井 文氏 講演

　演題　～意思決定の場に女性を～

　　　　　 男女共同参画と私たちの未来

◆主催　うしく男
ひと

・女
ひと

フォーラム2016実行委員会、牛久市

◆協力　�うしく明日をひらく女性の会、牛久市交通安全母の会、岡田地域女性団体、奥野地域女性団体、

ばらの会、みっしぇるくらぶ、�

東洋大学附属牛久高等学校、茨城県立牛久高等学校、茨城県立牛久栄進高等学校

◆後援　茨城県、茨城県教育委員会、牛久市教育委員会

午後0時40分～

午後1時10分～

午後1時30分～

午後2時05分～

プログラム

展示・販売

　市内男女共同参画関連団体・事業所・商店

講師　白
し ら い

井 文
あや

 氏

入場無料
※託児あり（要予約）

※�手話通訳あり（要予約・

1月12日（火）締め切り）
平成28年1月23日（土）
　　午後0時40分～3時30分（午前11時30分開場）
　　中央生涯学習センター文化ホール

時 間

場 所

はらんきょうの会

前尼崎市長、グンゼ㈱社外取締役、住友精密工業㈱

社外取締役、ペガサスミシン製造㈱社外取締役

　　　　　　　お問い合わせ　市民活動課 男女共同参画推進室

　　　　　　　☎873-2111内線1631 FAX873-2512 E-mail shimin@city.ushiku.ibaraki.jp
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牛久市交通安全母の会

創立50周年記念大会

平成28年1月30日（土）
　　午後1時～3時30分（午後0時15分開場）
　　中央生涯学習センター文化ホール

第一部　記念式典

　　　　　交通事故犠牲者への黙とう、大会宣言

第二部　講演会　講師　後藤 繁榮 氏

　　　　 演題　 料理で心をつなぐ
　　　　　～ＮＨＫきょうの料理59年のヒミツ

第三部　アトラクション

　　　　　牛久市立牛久第一中学校混声合唱団、

　　　　　茨城県警察音楽隊

プログラム

入場無料

時 間

場 所

牛久市交通安全母の会は「交通安全は家庭から」の理念のもとに、母親と家庭の力で子どもや高齢者

の命を交通事故から守る活動を続けて50年目を迎えました。

これを節目とし、会員全員の次の10年への新たな決意を確認する場として記念大会を開催します。

茨城県警察音楽隊

牛久市立牛久第一中学校混声合唱団

後
ご と う

藤 繁
しげよし

榮 氏

1951年、岐阜県岐阜市生まれ。

1975年、アナウンサーとしてNHK入局。

現在、（一財）NHK放送研修センター・日本語センターのエグゼクティブ・アナ

ウンサー。「きょうの料理」（Eテレ）と「生放送！月刊きょうの料理」（Eテレ）、

「ラジオ深夜便～第1・3・5土曜日」ほかを担当している。

イベントのご案内

お問い合わせ　交通防災課 ☎873-2111内線1685

◆主催　牛久市交通安全母の会、牛久市

◆後援　牛久警察署、牛久地区交通安全協会、牛久地区安全運転管理者協議会、牛久地区交通安全母の会

◆協力　牛久第一中学校、茨城県警察音楽隊、阿見町交通安全母の会
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お知らせ

問い合わせ
　◆マイナンバーの通知カードに関して…市総合窓口課☎内線1624、1625

　◆マイナンバー制度に関して…マイナンバーホームページ、個人番号カード総合サイト（「マイナンバー」で検索）

　◆ マイナンバーコールセンター… 0120-95-0
マ

1
イ

7
ナン

8
バー

（無料） 受付時間：平日午前9時30分～午後10時、�

土・日曜日、祝日午前9時30分～午後5時30分 ※年末年始（12月29日～1月3日）を除く。

マイナンバーの通知カードを受け取りましたか？

問　総合窓口課☎内線1624、1625

マイナンバーのお知らせ 第8回

マイナンバーの通知カードを受け取りましたか？

総合窓口課に問い合わせた結果、 

通知カードが市役所に返戻されていることがわかった場合

同一世帯全員分のカードを同一世帯員の方が受け取る場合は、以下の本人確認書類をお持ちになり、�

ご本人か同一世帯員の方が、総合窓口課に受け取りに来てください。

みほ
ん

通知カードは
簡易書留郵便で届きます

●まだ届いていない

● 郵便局の不在票が郵便受けに入っていたけれど、

受け取りに行けなかった

　　など、通知カードを受け取っていない方

次のような方は、市役所の総合窓口課に通知カード

が戻ってしまっていることが考えられます。

※�別世帯の方や代理人が受け取る場合は、委任状や委任される方全員の本人確認書類、代理人の本人確認書類

が必要となりますので、受け取りに来る前にお電話で確認をしてください。

まだ受け取っていない世帯は、

市役所の総合窓口課まで

お問い合わせください。

マイナンバーの通知カードは、同一世帯員の分をまと

めて世帯主宛てにお送りしています。

※�ただし、平成27年10月以降に転入届や転居届をされた方

は、通知カードの配達が遅くなることがあります。

みほ
ん

世
帯

人数分入ってい

ま
す

返戻された通知カードの市役所での保管期間は3カ月となっていますので、

お早めのお受け取りをお願いします。保管期間経過すると廃棄となります。

廃棄後の再発行は有料（500円）です。

牛久市役所では土曜日、日曜日もお受け取りが可能です（12月29日～1月3日はお休み）

●1点でよいもの…�住民基本台帳カード、運転免許証、パスポートなど官公庁が発行した写真付きの証明書

●1点で確認できるものがない場合…保険証、医療受給者証、年金手帳、年金証書など2点以上必要

本人確認書類
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牛久市消防団では、

団員を募集しています！

詳しくは交通防災課まで

問　交通防災課☎内線1682、1683

問 交通防災課

　 ☎内線1682、1683

牛
久
市
消
防
団
第
23（
奥
原
）分
団

第
８
回

　
私
た
ち
第
23
分
団
は
、「
地
域

の
皆
さ
ん
と
身
近
に
触
れ
合
う

機
会
を
大
切
に
！
」が
モ
ッ
ト
ー

で
す
。
一
人
で
は
で
き
な
い
事
も

皆
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
助

け
合
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
、
第
23
分
団
の
特
徴
で
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
火
の

用
心
を
呼
び
掛
け
な
が
ら
夜
回

り
活
動
を
春
と
秋
に
行
っ
た
り
、

防
火
水
槽
等
消
防
水
利
の

点
検
や
周
囲
の
除
草
作
業

を
定
期
的
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、毎
年

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

市
民
運
動
会
や
か
っ
ぱ
祭

り
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
各
団
員
の
消
防

ポ
ン
プ
操
法
技
術
の
向
上

や
分
団
の
連
携
を
高
め
て

い
く
た
め
に
も
、
牛
久
市
消
防

団
の
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、

定
期
的
な
水
出
し
訓
練
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
火
災
・
災
害
時
に「
家
族
や
地

域
の
人
を
守
り
た
い
」、「
地
域

の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
た
い
」
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
第
23
分
団

に
入
団
し
て
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

牛久市消防団第23（奥原）分団

団員数：22人　平均年齢：36歳

分団長：冨
とみやま

山賢
けんいち

一　部長：海
え び は ら

老原智
さとし

史

牛久市消防団および牛久消防署による「牛久市消防出初式」を開催します。普

段は仕事に就き、災害時には現場に駆けつけ消防活動に従事する消防団員と、

あらゆる災害から市民を守るためのエキスパートとして日々活躍する消防職

員が、年頭にあたり、職務の士気を新たにし、社会の安全を祈念します。

第1部　表彰式典　午前9時30分～（文化ホール）

　消防功労者および分団表彰など

第2部　消防車両パレード　午前10時45分～

　①車両・機械器具点検

　②パレード出発

　　（出発場所：中央生涯学習センター駐車場）

　　※走行順路は右図を参照ください。

平成28年1月9日（土）開催日

場 所

プログラム

中央生涯学習センター

●靴店

中央通り

ぶどう園通り

花水木通り

※�交通規制は行わず、交通法規に従い走行します。

消防車両33台が市内を行進しますので、沿道よ

りご観覧ください。

パレード

ルート

牛久市消防出初式を開催します
で ぞ め し き
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お知らせ

所
得
税
還
付
申
告
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

問　税務課

☎内線1056～1059

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
方
を
対
象
と
し
た
医
療
費
控
除
と
、
公
的
年
金
の
み
の

受
給
者
の
方
で
、
他
に
所
得
の
な
い
方
を
対
象
と
し
た
確
定
申
告
書
の
説
明
と
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

・
説
明
開
始
時
間
ま
で
に
受
け

付
け
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
の
場
で
申
告
書
を
作
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
説

明
開
始
時
間
に
遅
れ
る
と
確

定
申
告
書
な
ど
の
作
成
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
説
明
会
は
説
明
区
分
に
従
っ

て
行
い
ま
す
の
で
、
当
日
の

説
明
区
分
に
該
当
し
な
い
方

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

・
説
明
区
分
が
ど
ち
ら
で
あ
っ

て
も
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
を
初
め
て
申
告
さ
れ
る

方
は
、
市
で
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
税
務
署
で

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

共
通
し
て
必
要
な
物

印
鑑（
認
印
）、平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
原
本（
給
与
・
年
金
な
ど
）、

還
付
金
の
振
込
口
座
の
わ
か
る
も

の（
申
告
者
本
人
名
義
の
も
の
）、
筆

記
用
具（
ボ
ー
ル
ペ
ン
）、
計
算
機

各
種
控
除
に
必
要
な
主
な
物

◆
年
金
受
給
者
の
方

① 

社
会
保
険
料
支
払
証
明
書（
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
、
任
意
継
続
保
険
料
な
ど
）

② 

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書

③ 

医
療
費
控
除
を
併
せ
て
受
け

る
と
き
は
、
次
の
医
療
費
控

除
を
受
け
る
方
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

① 

医
療
費
の
領
収
書（
会
社
や
健

康
保
険
組
合
な
ど
か
ら
発
行
さ

れ
る
医
療
費
明
細
書
は
不
可
）

※
あ
ら
か
じ
め
治
療
を
受
け
た

人
ご
と
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に

集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
領
収
日
が
平
成
27
年
中
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
介
護
老
人
施
設
な
ど
で
提
供

を
受
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
は
、領
収
書
に
医
療
費
控

除
対
象
額
が
明
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
施
設
な
ど
へ
事
前
に
確
認

し
、医
療
費
控
除
対
象
額
を
明

確
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

② 

生
命
保
険
会
社
や
健
康
保
険
組

合
な
ど
か
ら
給
付
、
補
て
ん
さ

れ
た
額
の
わ
か
る
書
類（
高
額

療
養
費
・
マ
ル
福
な
ど
に
よ
り

補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
含
む
）

そ
の
他

・
確
定
申
告
用
紙
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で

き
ま
す
。
ま
た
、
１
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
、
牛
久
市
役
所
税

務
課
で
も
お
渡
し
で
き
る
予

定
で
す
。

・
市
県
民
税
申
告
書
に
限
り
、

申
告
期
間
前
で
あ
っ
て
も
税

務
課
窓
口
で
随
時
受
け
付
け

を
し
て
い
ま
す
が
、
確
定
申

告
書
の
受
け
付
け
は
２
月
16

日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）

ま
で
で
す
。

日　時 受付開始時間 説明開始時間 説明区分 場　所

2月 9日（火）
午前9時30分 午前10時

給与所得者の
医療費控除申告

市保健センター
研修室（2階）

午後1時 午後1時30分 公的年金のみの受
給者の方で他に所
得がない方の申告2月10日（水）

午前9時30分 午前10時

午後1時 午後1時30分

日時・説明会区分 ※雑損控除の申告をされる方は受け付けできません。

「
税
務
署
か
ら
の 

 

お
知
ら
せ
」

◆ 

公
的
年
金
等
受
給
者
に 

係
る
確
定
申
告
不
要
制
度

　
平
成
23
年
分
以
降
の
各
年

分
に
お
い
て
、
公
的
年
金
等

の
収
入
金
額
の
合
計
額
が
４

０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20

万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
次
の

場
合
に
は
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必

要
の
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、
市
県
民
税
の
各
種
所

得
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
市
県
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
確
定
申
告
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・
確
定
申
告
書
の
提
出
が
要

件
と
な
っ
て
い
る
控
除

（
例
え
ば
、純
損
失
や
雑
損

失
の
繰
越
控
除
な
ど
）
の

適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

確
定
申
告
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
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市
県
民
税
、所
得
税
の
申
告
は

問　税務課

☎内線1056～1059

申
告
が
必
要
な
方

① 

事
業
所
得（
営
業
、農
業
所
得
な

ど
）や
不
動
産
所
得
、
雑
所
得
、

譲
渡
所
得
な
ど
が
あ
る
方

② 

給
与
所
得
者
で
、「
給
与
支
払
報

告
書
」
が
勤
務
先
か
ら
市
へ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
、
年
の
途

中
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し

な
か
っ
た
方
、
年
末
調
整
を
受

け
な
か
っ
た
方

③ 

給
与
所
得
者
で
給
与
の
他
に
所

得
の
あ
っ
た
方
、
ま
た
は
２
カ

所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方

④ 

年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
額

の
あ
る
方
、
２
カ
所
以
上
か
ら

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
、
ま

た
、
各
種
の
所
得
控
除
を
受
け

る
方

⑤ 

雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
る
方

⑥ 

ど
な
た
の
扶
養
に
も
入
っ
て
い

な
い
方

※
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料

の
算
定
、
各
種
証
明
書
の
交
付
の
関

係
上
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
主
な
物

① 

源
泉
徴
収
票
原
本（
給
与
・
年
金

な
ど
）、印
鑑
、所
得
税
還
付
の
場

合
の
口
座
番
号（
申
告
者
名
義
）

② 

収
支
内
訳
書（
事
業
所
得
、不
動

産
所
得
な
ど
が
あ
る
方
）

③ 

各
種
控
除
証
明
書
や
医
療
費
の

領
収
書（
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
保
険
料
、
農
業
者
年
金

保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
、
支
払
っ
た

医
療
費
の
補
て
ん
金
額
な
ど
）

注
意
事
項

① 

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
の
収

支
内
訳
書
を
作
成
さ
れ
る
方
で
、

震
災
で
被
害
を
受
け
た
事
業
用

の
資
産
が
あ
る
場
合
に
は
、
税

務
署
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

今
回
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る
方
、
過
年
分
の

申
告
を
す
る
方
、
給
与
所
得
者
の

特
定
支
出
の
控
除
の
特
例
を
受

け
る
方
、
事
業
所
得
な
ど
の
申
告

で
初
め
て
収
支
内
訳
書
を
作
成

さ
れ
る
方
、
土
地
や
家
屋
、
株
式
、

ゴ
ル
フ
会
員
権
な
ど
の
譲
渡
所

得
、
青
色
申
告
、
贈
与
税
、
消
費

税
な
ど
の
申
告
は
、
市
の
会
場
で

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
税

務
署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
注

意
事
項
①
・
②
の
申
告
内
容
の

方
で
も
、
相
談
を
要
し
な
い
提
出

の
み
の
方
は
、
申
告
受
付
日
に
限

り
、申
告
書
を
お
預
か
り
し
ま
す
）

③ 

申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
前
も
っ
て
次
の
こ
と
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
の
申

告
を
す
る
方
は
、
帳
簿
、
領
収
書
な

ど
を
整
理
し
、
収
支
内
訳
書
を
必
ず

作
成
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
治
療
を
受
け
た
人
、
病
院
・

薬
局
ご
と
に
領
収
書
を
整
理（
日
付

が
平
成
27
年
中
で
あ
る
こ
と
を
必
ず

確
認
）し
、
合
計
金
額
を
算
出
し
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
介
護
老
人
施
設

な
ど
で
提
供
を
受
け
る
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
費
用
は
、
領
収
書
に
医
療
費
控

除
対
象
額
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
明
記
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
施
設
な
ど
へ
事
前

に
確
認
し
、
医
療
費
控
除
対
象
額
を

明
確
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

④ 

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、

市
県
民
税
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤ 

申
告
期
間
の
初
め
と
最
後
の
１

週
間
は
、
会
場
が
大
変
混
み
合

い
、
お
待
ち
い
た
だ
く
時
間
が

長
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

確
定
申
告
書
は
自
宅
で 

作
成
で
き
ま
す
！

　
確
定
申
告
期
間
中（
２
月

16
日
～
３
月
15
日
）
は
、
確

定
申
告
会
場
が
大
変
混
雑
し
、

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利

用
す
れ
ば
、
ご
自
宅
で
確
定

申
告
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（w

w
w

.n
ta.g

o
.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　�

竜
ケ
崎
税
務
署
☎
０
２

９
７
・
66
・
１
３
０
３

（
自
動
音
声
案
内
）

受付日時　土・日曜日を除く2月16日（火）～3月15日（火）の午前8時45分～午後4時（開場午前8時）

受付場所　市保健センター研修室（2階）

※休日は2月21日および2月28日の日曜日に限り、午前8時45分～午後3時まで受け付けを実施します。

※奥野地区は次の日程で出張受け付けを実施します。

申告受付日　・1月28日（木）…奥原町、井ノ岡町、小坂町、福田町にお住まいの方

　　　　　　・1月29日（金）…久野町、正直町、島田町、桂町にお住まいの方

場所･時間　　 奥野生涯学習センター・午前9時30分～正午、午後1時30分～4時

① 「確定申告書等作成 コーナー」を選択、

②データを入力、③書面で出力、郵送提出！

Click!
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お知らせ

「
猶
予
制
度
」と
は
？

　
納
税
者
が
納
期
限
ま
で
に

納
付
で
き
な
い
何
ら
か
の
原

因
や
事
情
が
あ
る
場
合
に
、

徴
収
の
緩
和
措
置
と
し
て
と

ら
れ
る
制
度
で
す
。
猶
予
制

度
に
は「
徴
収
の
猶
予
」
と

「
換
価
の
猶
予
」が
あ
り
ま
す
。

徴
収
の
猶
予
期
間
と 

該
当
事
由
に
つ
い
て

　
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
は
、
１
年
の
範
囲

内
で
、
申
請
者
の
財
産
や
収

支
の
状
況
に
応
じ
て
、
最
も

早
く
市
税
を
完
納
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
期

間
に
限
ら
れ
ま
す
。な
お
、猶

予
を
受
け
た
市
税
は
、
原
則

と
し
て
猶
予
期
間
中
の
各
月

に
分
割
し
て
納
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※ 

や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ

載
し
た
申
請
書
に
、
猶
予
該

当
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類
、
担
保
の
提
供

に
関
す
る
書
類
な
ど
を
添
付

し
て
、
市
長
へ
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
徴

収
の
猶
予
に
関
す
る
申
請
事

項
に
つ
い
て
は
、
徴
税
吏
員

（
収
納
課
職
員
）が
質
問
検
査

な
ど
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

徴
収
の
猶
予
と
同
様
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
当
該
申
請
に
係

る
市
税
の
ほ
か
に
、
※

徴
収

金
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

適
用
し
ま
せ
ん
。

※ 

徴
収
金
…
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
給
食
費
、

保
育
料
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

担
保
を
要
す
る
場
合

　
猶
予
す
る
税
額
が
１
０
０

万
円
を
超
え
、
か
つ
、
３
カ

月
を
超
え
る
猶
予
の
場
合
は
、

担
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
…

　
猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
の

全
部
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
財
産
の
差

押
え
や
換
価（
売
却
）が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

制
度
の
運
用
開
始

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
施

行（
運
用
）さ
れ
ま
す
。

納
税
者
の
申
請
に
よ
る

「
換
価
の
猶
予
」制
度
の

創
設

　
納
税
者
が
次
の
事
由
に
該

当
す
る
場
合
、
市
税
の
納
期

限
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
以
内

の
期
間
に
限
り
、
換
価
の
猶

予
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

市
税
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
方
の
た
め
の
猶
予
制
度

問　収納課

☎内線1061

【徴収の猶予に該当する場合】

①�震災、風水害、火災その他の災害を

受け、又は盗難にあったとき。

②�生計を一にする親族が病気にかかり、

又は負傷したとき。

③�事業を廃止し、又は休止したとき。

④�事業につき著しい損失を受けたとき。

※ 「著しい損失を受けた」とは、申請前の1年間

において、その前年の利益の額の2分の1を超

える損失（赤字）が生じた場合をいいます。

⑤�上記①～④に該当する事実に類する

事実があったとき。

⑥�賦課の確定手続等が遅延した場合で、

その市税を一時に納付することがで

きない理由があると認められるとき。

り
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、
猶
予
期
間
の
延
長
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す（
当
初
の
猶
予
期
間

と
合
わ
せ
て
最
長
２
年
）。

申
請
手
続
等
に
つ
い
て

　「
徴
収
の
猶
予
」の
申
請
を

す
る
方
は
、
猶
予
該
当
事
実

の
詳
細
、
猶
予
を
受
け
よ
う

と
す
る
金
額
、
期
間
等
を
記

【換価の猶予に該当する場合】

　滞納者が市税を一時に納付又は納入

することにより、その事業の継続又は

その生活の維持を困難にするおそれが

あると認められる場合で、その者が市

税の納付又は納入について誠実な意思

を有すると認められるとき。

平成
28年度
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１ 

次
の
う
ち
契
約
は 

ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
洋
服
を
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
に
出
す
。

②
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に

荷
物
を
預
け
る
。

③
コ
ン
ビ
ニ
で
お
弁
当

を
買
う
。

④
友
人
と
買
い
物
に
行

く
約
束
を
す
る
。

２ 

次
の
う
ち
返
品
や
交

換
が
認
め
ら
れ
る
の

は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

①
こ
の
前
買
っ
た
腕
時

計
よ
り
い
い
も
の
が

あ
っ
た
。
返
品
し
て

ほ
し
い
。

②
偽
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ

グ
を
本
物
だ
と
説
明

さ
れ
て
購
入
し
た
。

③
オ
ー
ダ
ー
し
た
指
輪
が

小
さ
く
て
入
ら
な
い
。

④
同
じ
も
の
が
他
の
店

で
安
く
な
っ
て
い
た
。

お
金
を
返
し
て
ほ
し
い
。

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

　
　
契
約
の
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

１
答
え
　
①
・
②
・
③

　
商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
も

契
約
で
す
。
契
約
も
約
束
も
相
手
と
の
取
り
決

め
で
す
が
、
法
律
上
の
責
任
を
負
う
か
否
か
が

違
い
ま
す
。契
約
は「
法
的
な
責
任
が
生
じ
る
約

束
」
な
の
で
互
い
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
契
約
は
申
し
込
み
と
承
諾
に
よ
っ
て
成
立

し
、
口
約
束
で
も
契
約
は
成
立
し
ま
す
。
売
る

側
に
は「
代
金
を
受
け
取
る
権
利
」
と「
商
品
を

引
き
渡
す
義
務
」が
、
買
う
側
に
は「
商
品
を
受

け
取
る
権
利
」
と「
代
金
を
支
払
う
義
務
」
が
発

生
し
ま
す
。

２
答
え
　
②
・
③

　
互
い
に
合
意
し
た
契
約
は
、
自
分
お
よ
び
相

手
の
都
合
で
勝
手
に
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
次
の
場
合
は
契
約
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
契
約
で
定
め
た
約
束
を
守
ら
な
い

・
う
そ
な
ど
騙
さ
れ
て
契
約
し
た

・
強
迫
に
よ
っ
て
契
約
し
て
し
ま
っ
た

・
双
方
で
契
約
解
消
の
合
意
が
あ
っ
た（
合
意
解
除
）

ご相談は牛久市消費生活センターへ

相談日　月～金曜日

　　　　（午前9時～午後4時）

問　牛久市消費生活センター

　　☎830-8802

①牛久駅東口（07：05発）…牛久運動公園…牛久駅東口（08：07着）

②牛久駅東口（08：20発）…牛久運動公園…牛久駅東口（09：22着）

③牛久駅東口（09：40発）…牛久運動公園…牛久駅東口（10：42着）

④牛久駅東口（10：30発）…牛久運動公園…牛久駅東口（11：32着）

牛久警察署
●

カワチ
●

スポーツデポ
●

●牛久栄進高校

Wonder
Goo●

●
イエローハット

●
カスミ

●
ホーマック

●
茨城トヨタ

●ＧＳ

ファミリーマート●

ケーズデンキ●

セブンイレブン●

北中島交差点

本郷交差点

至つくば市

至
土
浦

至
上
野

至
阿
見
町

会場
牛久運動公園

ひたち野うしく駅

国道6号

学
園
西
大
通
り

ＪＲ常磐線

交通規制区間
■午前8時50分
　　　～11時10分
■午前8時50分
　　　～10時10分

第40回牛久シティマラソン開催に伴う

交通規制およびかっぱ号の一部運休

交通規制 問 牛久シティマラソン実行委員会事務局☎873-2486

　平成28年1月11日（月・祝）、右図の通り「牛久シティマラソン」

開催のため、マラソンコースおよび周辺道路の交通規制を実施し

ます。ご迷惑をお掛けしますが迂回などのご協力をお願いします。

かっぱ号（運動公園ルート）運休 問 社会福祉課☎内線1771

　当日は下記①～④のかっぱ号を運休します。

平成28年

1/11月・祝

20
歳
を
迎
え
る
と
自
分
の
判
断
で
契
約
で
き

ま
す
が
、
同
時
に
責
任
も
生
じ
ま
す
。
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
契
約
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
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お知らせ

保　育　園 日　程　・　内　容

セ：支援センター開設　園：園開放　庭：園庭開放

保：保育参観
時：実施時間　定：定員　予：要予約　￥：参加費

ペンギンクラブ…つばめ保育園
☎871-5740（遠山町764-1）
セ（月～金）10：00～17：00　庭（土）9：30～11：00※要予約。

1/12（火）「小麦粉粘土」、1/26（火）「節分製作」
2/2（火）「親子表現あそび」
時10：00～　予前日までに電話

ころころランド…ふたばランド保育園
☎873-5528（中央5-5-2）
セ・園（月～金）8：30～13：30

1/14（木）「親子ふれあいあそび」
1/21（木）「スタンピング」
時10：00～（約40分）※開始時間までに来園。

ピヨピヨひろば…つつじが丘ふたばランド保育園
☎871-6928（田宮町199-1）
セ・園（月～金）9：00～14：00

1/12（火）「お正月遊びを楽しもう」
2/3（水）「豆まきをしよう」
時10：00～（約40分）※開始時間までに来園。

くれよんぱーく…牛久ふれあい保育園
☎873-9560（牛久町1606 向台小学校内）
セ・庭（月～金）9：00～15：00※要予約。

1/7（木）「どこに行くのか サイコロ」
1/28（木）「鬼退治」、2/4（木）「バレンタイン どきどき」
時10：00～12：00　予 3日前までに電話

たんぽぽひろば…ひたち野うしく保育園つくしんぼ
☎886-9773（東猯穴町1286-1）
セ・庭（月～金）8：00～13：00

1/28（木）「親子リズムあそび」
時10：00～11：00　定10組　予前日までに電話

カンガルーポケット…奥野さくらふれあい保育園
☎875-0056（久野町725 奥野小学校内）
庭（月～金）9：30～11：00※前週までに申し込み。

1/19（火）「お正月遊びを楽しもう」
時 9：30～11：00　予前日までに電話

としおちゃん…牛久みらい保育園
☎874-3993（東猯穴町1260-11）※0歳児から参加可能。
セ・庭（月～金）9：00～12：00、15：00～17：00
保（月～金）9：30～12：00

1/7（木）・20（水）「食事体験会」
時10：45～　予前日までに電話　￥親子で450円
【育児講座】1/13（水）「ベビーマッサージ」
　　　　　1/22（金）「作ってみよう 鬼のお面づくり」
　　　　　2/5（金）「手作りお菓子作り」
時10：30～　予前日までに電話

いちごくらぶ…牛久めぐみ保育園
☎893-2618（下根町774-1）※0歳児から参加可能。
セ・庭（月～金）�9：30～12：00、13：00～15：30

1/8（金）・29日（金）「親子ビクス」
時10：00～　定 30組　予前日までに電話
1/15（金）「親子リトミック」
時10：00～　定 25組　予前日までに電話
1/27日（水）「離乳食講座」
時10：30～　定 5組　予前日までに電話

はっぴぃたいむ…上町ふれあい保育園
☎872-0358（牛久町2619 牛久小学校内）
庭（月～金）10：00～15：00※要予約。

1/13（水）「お正月」
時 9：30～　定10組　予前日までに電話

ピノキオクラブ…うしく文化認定こども園
☎873-8253（遠山町643-2）

1/14（木）、2/4（木）「アスレチック体操」
1/25（月）「節分製作」
時10：00～（9：50までに来園）　￥500円

さくらんぼ…牛久さくら保育園
☎869-9557（下根町1371-2）

1/19（火）「親子ヨガ」
時10：00～11：00　定10組　予 1/5（火）から前日までに電話

※�各保育園では、育児相談を受け付けています。子育ての不安や迷い、ちょっとした悩みでもお気軽にスタッフ

にご相談ください。

毎月テーマを決めて親子で参加できる活動を

行っています（対象：1歳児から就学前まで）。

園開放日はどなたでも利用できますが、園行

事などで利用できない場合があります。

保育園の子育て支援

親子で
遊ぼう
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―こぼれ話 各時代の歴史より―再 牛久 第四十四話発 見

新
四
国
八
十
八
箇か

所し
ょ

霊れ
い
じ
ょ
う
場
（
寺
院
） 

―
牛
久
沼
周
辺
―

霊
場（
寺
院
）を
模
倣
し
て
、
下し

も
う
さ総

国の
く
に相
馬
郡
東
端
の
高
須
村（
旧
藤

代
町
・
現
取
手
市
。
一
部
は
龍
ケ

崎
市
帰
属
）
の
飯
島
四
平
と
い
う

村
人
が
発
起
人
と
な
り
、
同
高
須

村
の
普
賢
院（
明
治
初
期
に
廃
寺

に
な
る
と
浄
じ
ょ
う
ど
し
ゅ
う

土
宗
高
徳
寺
に
移
さ

れ
る
）を
第
１
番
に
し
て
、相
馬
郡

（
の
ち
北
相
馬
郡
・
現
在
の
取
手

市
）内
と
、
常
陸
国
の
筑
波
・
河
内

（
の
ち
稲
敷
郡
・
現
在
の
龍
ケ
崎

市
・
牛
久
市
・
つ
く
ば
市〈
旧
茎
崎

町
〉）両
郡
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
篤
志

家
の
協
力
を
得
、
各
村
相
応
の
地

に
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
真

言
宗
以
外
の
寺
院
に
も
置
か
れ
た
。

位
置
は
概
ね
牛
久
沼
周
辺
）
を
指

定
し
、
そ
こ
に
大
師
堂
を
建
て
て

弘
法
大
師
尊
像（
石
像
）を
安
置
し

た
。
城
中
村
の
曹
洞
宗
稲
荷
山
得

月
院
に
第
53
番
が
置
か
れ
、
新
地

村
の
曹
洞
宗
福
寿
山
東
林
寺
に
は

第
54
番
が
置
か
れ
た
。

　
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺

院
）巡
拝
の
時
期
は
毎
年
春
彼
岸
後

か
ら
４
月
と
定
め
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
。
総
行
程
は
約
28
里（
約
１
１

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
　
栗 

原  

功
　

新
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）

（
牛
久
沼 

周
辺
の
高
須
弘
信
講
）

　
―
城
中
の
得
月
院
は
第
53
番
・

新
地
の
東
林
寺
は
第
54
番
―

　
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）

参
り
が
、
全
国
的
に
庶
民
の
間
に
、

し
か
も
集
団
で
の
参
拝
が
流は

や行
り

だ
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
中
期
（
※
）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
※
徳
川
将
軍

が
第
５
代
綱
吉
よ
り
同
11
代
家い
え

斉な
り

ま
で
の
概
ね
１
７
０
０
～
１
８
０

０
年
の
間
を
さ
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
四
国
は
あ
ま

り
に
も
遠
路
で
、
遍へ

ん

ろ路
が
で
き
る

の
は
ご
く
一
部
の
人
び
と
に
か
ぎ

ら
れ
、
多
く
の
庶
民
は
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
全
国
各
地
に
四
国

八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
）を
模も

ほ

う倣

し
て
大
小
様
々
な
遍
路
が
次
々
と

開
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
後
期（
徳
川
第
11

代
将
軍
家
斉
治
世
下
）
に
あ
た
る

文
政
８
年（
１
８
２
５
年
）の
こ
と

で
あ
っ
た
。
弘
法
大
師
の
ご
利り

や

く益

を
得
よ
う
と
、
四
国
八
十
八
箇
所

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺
院
） 

―
空
海（
弘
法
大
師
）が
開
い
た
―

　
空
海
は
平
安
時
代（
概
ね
７
９

４
～
１
１
９
０
年
）
初
期
の
高
僧

で
、
大だ
い
に
ち日
如に

ょ
ら
い来
を
本ほ

ん
ぞ
ん尊
と
す
る
真

言
宗
の
開
祖
で
あ
る
。空
海
は「
言

葉
は
真
実
、真
実
は
心
で
あ
る
」と

い
い
、
仏
の
真
実
の
言
葉
、
こ
れ

す
な
わ
ち「
真
し
ん
ご
ん
し
ゅ
う

言
宗
」と
い
う
名
を

つ
け
た
。
現
在
ブ
ー
ム
を
よ
ん
で

い
る
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場（
寺

院
）
巡
じ
ゅ
ん
れ
い

礼
も
、
空
海
が
開
い
た
霊

場（
寺
院
）巡
り
で
、
札ふ
だ
し
ょ所
は
ど
こ

も
大
師
堂
を
も
ち
弘
法
大
師
開
基

の
縁
起
が
あ
る
。
空
海
は
、
承じ
ょ
う
わ和

２
年（
８
３
５
年
）、
62
歳
で
入
に
ゅ
う
じ
ゃ
く寂

（
僧
尼
の
死
）す
る
が
、
86
年
後
に

第
60
代
醍だ

い

ご醐
天
皇
よ
り
弘こ

う

法ぼ
う

大だ

い

し師

号ご
う（
※
）
が
追つ

い

し諡（
死
後
の
贈
り
名
）

さ
れ
た
。
※
大
師
号
と
は
、
天
皇

の
命
令
に
よ
る「
生
前
の
徳
を
ほ

め
贈
る
称
号
」で
、在
世
が
平
安
時

代
の
伝
で
ん
ぎ
ょ
う教
大
師
最さ

い
ち
ょ
う
澄
、
弘
法
大
師

空
海
、
慈じ

覚か
く

大
師
円え

ん
に
ん仁

、
智ち

し
ょ
う証

大

師
円え
ん
ち
ん珍
は
大
師
号
を
追
諡
さ
れ
の

ち
に
四
大
師
と
称
さ
れ
て
い
る
。

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）に
及
び
、戦
前
は

徒
歩
で
約
１
か
月
間
、
戦
中
戦
後
は

往
復
自
転
車
を
利
用
し
て
15
日
間

を
要
し
た
。
こ
の
霊
場
巡
礼
ル
ー
ト

の
人
々
の
間
で
は「
春
は
お
遍
路
さ

ん
の
鈴
の
音
が
は
こ
ん
で
く
る
」と

い
わ
れ
た
。
遍
路
た
ち
は
、
各
霊
場

や
篤
志
家
の
家
で
、
御
神
酒
、
お
に

ぎ
り
、
煮
物
、
茶
菓
子
な
ど
の
接
待

を
う
け
た
。
新
四
国
八
十
八
箇
所
霊

場（
寺
院
）巡
礼
は
巡
拝
総
本
部
の

役
割
を
に
な
っ
た
高
徳
寺
が
無
住

に
な
り
、
ま
た
交
通
事
情
が
危
険
な

状
態
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
昭
和
40

年（
１
９
６
５
年
）に
一
時
中
止
さ
れ

た
が
そ
の
後
自
然
に
廃
れ
て
い
っ
た
。

新四国八十八箇所霊場（高須弘信講巡拝順略図）

◆城中町の得月院は53番

◆新地町の東林寺は54番

引用文献：紀要―郷土のあゆみと文化財

　　　　　第四集（藤代町史編さん委員会発行）

提供：取手市教育委員会
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11
月
23
日
に
、「
安
心
し
て
、

ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
総
合

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、「
茨
城
県
南

部
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地

震
が
午
前
５
時
に
発
生
し
、
牛

久
市
で
は
震
度
６
強
が
記
録

さ
れ
た
」
と
い
う
想
定
で
、
市

と
市
民
お
よ
び
関
係
機
関
な

ど
、
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

 

訓
練
は
、
各
家
庭
や
職
場
に

お
い
て
、
午
前
８
時
に
市
民
が

一
斉
に
避
難
行
動
を
と
る
初

動
訓
練（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
）
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
の
訓
練
は
、
牛
久
南
中
学

校
で
行
わ
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
災
害

情
報
収
集
訓
練
、
住
民
避
難
訓

練
、
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓

練
、
応
急
救
護
所
の
開
設
・
運

営
訓
練
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救

出
・
救
護
訓
練
、
負
傷
者
の
搬

送
訓
練
、
消
火
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧

訓
練
な
ど
が
冷
た
い
小
雨
の

降
る
な
か
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
た
市
民
か

ら
は
、
訓
練
に
参
加
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
の
防
災
力
や

地
域
の
絆（
き
ず
な
）
が
強
く

な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
牛
久
市
で
は
、
今
後
も
定
期

的
に
総
合
防
災
訓
練
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

牛
久
市
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た

■
初
動
訓
練

　
防
災
行
政
無
線
、
か
っ
ぱ
メ
ー

ル
、
牛
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

送
に
よ
る
訓
練
開
始
の
緊
急
地
震

速
報
を
合
図
に
、
家
庭
や
職
場
で
、

一
斉
に
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
隠

れ
、
か
ら
だ
を
守
る
訓
練
。

全
市
民
を
対
象
と
し
、
日
ご
ろ
の

防
災
対
策
を
確
認
す
る
動
機
づ
け

と
し
ま
す
。

■
災
害
対
策
本
部
設
置

　
市
職
員
が
、
牛
久
南
中
学
校
グ

　
　
安
心
し
て
、
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
づ
く
り 

ラ
ウ
ン
ド
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
す
る
訓
練
。

■
災
害
要
援
護
者
安
否
確
認

　
18
行
政
区
お
よ
び
２
準
行
政
区

に
よ
る
災
害
時
の
要
援
護
者
の
安

否
確
認
を
実
施
す
る
訓
練
。

■
災
害
情
報
収
集
訓
練

　
被
害
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

市
職
員
、
消
防
団
や
消
防
署
の
被

害
情
報
収
集
班
が
市
内
に
出
動
し
、

無
線
で
災
害
対
策
本
部
に
被
害
状

況
を
報
告
す
る
訓
練
。

■
住
民
避
難
訓
練

　
向
台
、
緑
ケ
丘
、
女
化
西
の
３

行
政
区
お
よ
び
牛
久
ロ
イ
ヤ
ル
レ

ジ
デ
ン
ス
準
行
政
区
は
徒
歩
で
牛

久
南
中
学
校
へ
、
そ
の
他
の
行
政

区
な
ど
は
、
一
次
避
難
所
で
あ
る

区
民
会
館
な
ど
へ
徒
歩
で
避
難
す

る
訓
練
。

■
避
難
所
の
受
付
訓
練

　
牛
久
南
中
学
校
体
育
館
で
避
難

者
の
避
難
所
受
付
業
務
を
実
施
す

る
訓
練
。

■
避
難
所
の
開
設
・
運
営
訓
練

　
牛
久
南
中
学
校
の
体
育
館
に
避

難
所
備
品
を
設
置
し
、
避
難
所
を

開
設
す
る
訓
練
。

初動訓練

本部長
根本市長講評

災害情報収集訓練

住民避難訓練

避難所の受付訓練

避難所の開設・運営訓練

倒壊家屋からの救出・救護訓練
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■牛久市総合防災訓練 

負傷者の搬送訓練

炊き出し訓練

消火訓練

応急救護所の開設・運営訓練

煙体験

ライフライン復旧訓練

トリアージ

■ 

倒
壊
家
屋
か
ら
の 

救
出
・
救
護
訓
練

　
牛
久
消
防
署
特
別
救
助
隊
が
、

倒
壊
家
屋
２
棟
か
ら
、
閉
じ
込
め

ら
れ
た
負
傷
者
を
救
出
す
る
訓
練
。

■
負
傷
者
の
搬
送
訓
練

　
自
主
防
災
会
と
消
防
団
が
、
救

出
さ
れ
た
負
傷
者
を
担
架
で
医
療

救
護
所
ま
で
搬
送
す
る
訓
練
。

■ 

応
急
救
護
所
の
開
設
・

運
営
訓
練

　
市
が
、
テ
ン
ト
内
に
応
急
救
護

所
を
開
設
す
る
訓
練
。

医
師
会
牛
久
支
部
お
よ
び
牛
久
愛

和
総
合
病
院
・
つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ

ル
病
院
の
医
師
が
、
救
出
さ
れ
た

負
傷
者
の
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
う
訓

練
。

■
消
火
訓
練

　
消
防
団
が
、
ポ
ン
プ
車
に
よ
る

水
出
し
消
火
を
行
う
訓
練
。

■
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

　
県
南
水
道
企
業
団
お
よ
び
県
南

管
工
事
共
同
組
合
、
東
京
電
力
株

式
会
社
竜
ケ
崎
支
社
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
茨
城
支
店
、
東
京
ガ
ス
株
式

会
社
竜
ヶ
崎
支
社
な
ど
の
参
加

に
よ
る
、「
水
」、「
電
気
」、「
通
信
」、

「
ガ
ス
」の
復
旧
訓
練
。

■
炊
き
出
し
訓
練

　
陸
上
自
衛
隊
隊
員
、
各
行
政
区

お
よ
び
学
校
教
職
員
、
市
職
員

が
、
９
０
０
人
分
の
豚
汁
や
お
に

ぎ
り
、
２
０
０
人
分
の
白
玉
ぜ
ん

ざ
い
の
炊
き
出
し
を
行
う
訓
練
、

参
加
者
全
員
で
試
食
し
ま
し
た
。

問
　
交
通
防
災
課
☎
内
線
１
６
８

１
、
１
６
８
２

講　評

　
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
、

大
規
模
災
害
で
は
、
公
的
機
関
か
ら
の
支
援
に
は
時
間

を
要
す
る
た
め
、
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
の
人
た
ち

と
自
分
自
身
で
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た
ち

で
守
る
」と
い
う
防
災
意
識
こ
そ
が
大
事
で
す
。

　
　
　
　
　
牛
久
市
消
防
団

団
長
　
山
岡
　
恒
夫

　
皆
さ
ん
の
旺
盛
な
士
気
、
機
敏
な
行
動
を
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
災

害
発
生
の
際
に
は
警
察
も
皆
さ
ん
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
迅
速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
茨
城
県
牛
久
警
察
署

署
長
　
橋
本
　
康
一
郎

　
雨
の
中
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
引
い
て
訓
練
に
参
加
さ
れ

た
方
も
お
り
、
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
高
さ
に
感
動
し

ま
し
た
。
安
全
安
心
は
努
力
し
て
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の

で
す
。
色
々
な
災
害
が
多
発
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
事

前
の
対
策
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
訓
練

を
通
し
て
、
反
省
点
を
教
訓
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長
　
　
山
村
　
武
彦
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問 環境政策課☎内線1563

わん
こんやに

問　健康づくり推進課（市保健センター内）☎内線1744

3月の譲渡会で出会って我が家の一員となった心太君。

まだまだヤンチャでいたずら好きな所もあるけれど、とっても

甘えん坊な一面も。最近は肉球モミモミマッサージで私たち家

族を癒してくれています。

Ｆさん（ひたちの東） 心
し ん た

太（オス1歳）

ドッグラン

市民無料開放日
1月10日（日）・13日（水）・27日（水）
AM 9：00～11：00

問　ツインギー・アンド・パラダイス（猪子町832-5）☎886-6616
この事業は、ツインギー・アンド・パラダイスのご厚意により、無
償で行っています。利用条件がありますのでお問い合わせください。

掲載わん・にゃん募集中！　環境政策課までご連絡ください

　
人
間
は
ず
っ
と
昔
か
ら
動
物

た
ち
の
中
に
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
自
分
や
家
畜
に
狼
な
ど
の

外
敵
が
近
付
い
て
い
な
い
か
を

身
近
な
動
物
の
様
子
か
ら
判
断

し
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
す
。

　
上
野
動
物
園
園
長
な
ど
を
務

め
ら
れ
た
故
中
川
志
郎
さ
ん
は

過
去
に「
傍
の
動
物
の
安
心
し

た
様
子
を
見
て
自
ら
の
心
の
平

穏
を
保
つ
こ
と
は
原
始
的
な
暮

ら
し
を
し
て
い
た
頃
人
に
刻
ま

れ
た
記
憶
の
よ
う
な
も
の
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
憶
に
逆
ら
わ
な
い
気

持
ち
が
癒
し
で
あ
り
動
物
の
現

状
は
人
間
の
心
の
鏡
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
他
の
い
き
も
の
に
温
か
み
の

あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
新
し
い
年
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

おせちの定番  たたきごぼう

このレシピは「食と健康の応援団」ヘルスメイト（食生活改善推進員）が作成しました。

【作り方】

① �ごぼうは皮をこそげおとし4cmの長さに切り、太い部分は縦に4等

分し、酢水（分量外）にさらしてあくを抜く。

② �なべに湯を沸かしごぼうをシャキシャキ感が残る程度にゆでる。

ざるにあけ、熱いうちにすりこぎでたたく。

③ �なべにＡの調味料と②を入れ、汁気が少し残る程度に弱火で煮含

める。最後に酢を加え、さっとひと煮立ちさせる。

④ �ごまを軽く炒り、すり鉢でする。汁気をきった③を加えてよく和

える。しばらく時間をおいて味をなじませる。

たたきごぼうは「開きごぼう」ともいわれ、運が開くという意味があ

ります。また、ごぼうは地中に長くまっすぐ根を張ることから家や

家族、家業などが「その土地にしっかりと根を張って安泰に」という

願いが込められています。新年の食卓でおせち料理に込められた願

いに触れて、日本の伝統的な食文化を再確認してみませんか。

1人分94kcal

毎月19日は食育の日　「いただきます」と「ごちそうさま」は感謝の気持ちの合言葉

一口
メモ ごぼうを下茹でしてからたたくことで味が染み込みやすくなり、

時間がたってもおいしく召し上がれます。

酢……………大さじ1

ごま（白）……大さじ2

【材　料】（4人分）

ごぼう………… 200g

　だし汁………100ml

　酒…………大さじ2

　みりん……大さじ2

　しょうゆ…大さじ1

Ａ

今年も皆さんが元気にイキイキと

過ごすことができるよう、かんたん

健康レシピをご紹介していきます。

どうぞよろしくお願いします。
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新連載

問 文化芸術課（中央生涯学習センター内）☎871-2301

【作品募集】イラストや俳句、川柳、短歌など

【あ て 先】�〒300-1292牛久市中央3-15-1�

「広報うしく文芸さろん」係�

FAX：873-2512�

E-mail：shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

【記載事項】�作品、氏名、電話番号、匿名希望の

方はその旨（ペンネームもOK）

牛久町成人式

子
ら
育
ち
い
も
煮
の
鍋
も
小
に
な
り�

赤
鬼
の
娘

孫
が
き
て
数
独
ま
け
て
つ
の
が
出
る�

飯
田
さ
ん

よ
く
見
れ
ば
玉
虫
色
の
冬
の
ハ
エ�

サ
ッ
コ

落
ち
葉
焚
き
絶
え
て
久
し
く
懐
か
し
く�

堀
さ
ん

華
や
い
で
記
念
の
写
真
撮
る
私

　
　
　
　
元
気
で
迎
え
た
七
十
歳�

小
杉
さ
ん

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
紅
の
葉
を
か
ざ
し
つ
つ

　
　
　
　
居
間
の
日
向
に
舞
い
立
つ
如
し�

匿
名

解
禁
の
時き

せ

つ期
を
感
じ
野の

ど

り鳥
集く

る

　
　
　
　
屋わ

が

や敷
多に

ぎ

わ

う

種
類
色
彩
の
園え
ん�

木
村
さ
ん

文芸さろん ―睦月 ―

「牛久の巨樹」発売中 ※お求めは都市計画課まで（1,200円）

　
ツ
バ
キ
科
の
常
緑
広
葉
樹
で
、

本
州
～
琉
球
に
分
布
。
牛
久
で
は

斜
面
林
の
亜
高
木
層
に
自
生
し
、

社
寺
境
内
や
公
園
な
ど
に
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
さ
は
普
通
５
～

６
ｍ
で
す
が
、
15
ｍ
に
達
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
葉
は
長
楕
円
形
、

表
面
は
濃
緑
色
で
光
沢
が
あ
り
、

長
さ
４
～
８
㎝
。
花
は
12
～
4
月

に
咲
き
、径
５
～
７
㎝
、杯
状
の
一

重
、
花
弁
は
５
～
６
枚
。
果
実
は

球
形
、
２
～
数
個
の
黒
褐
色
の
種

子
が
あ
り
、
良
質
の
油
が
採
れ
ま

す
。
春
に
咲
く
こ
と
か
ら
国
字
の

“
椿
”が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

国
で
は
椿
は
別
の
高
木
で
す
。
名

前
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、
葉
質

か
ら
厚
葉
木（
あ
つ
ば
き
）、
ま
た

は
艶
葉（
つ
や
ば
）か
ら
転
訛
し
た

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

※ 

牛
久
の
里
山
樹
木
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
72
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

【
資
料
提
供
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
し
く

里
山
の
会
樹
木
リ
サ
ー
チ（
文
章
・

写
真
…
渡
辺
秦
）

　
現
在
は
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
当
時
は
町
に
大
き

な
ホ
ー
ル
が
な
か
っ
た

た
め
、
牛
久
第
一
中
学

校
体
育
館
は
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
催
事
に
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
43
年
度
牛
久
町

成
人
式
で
撮
影
さ
れ
た
、

岡
田
地
区
の
新
成
人
集

合
写
真
で
す
。

　
成
人
式
は
、１
月
15
日

に
牛
久
第
一
中
学
校
体

育
館
で
行
わ
れ
、
町
内
の

新
成
人
約
４
０
０
人
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

明治・大正・昭和の

「昔のうしく」の写真を募集しています。

市内在住者所蔵

城中町の斜面林
平成27年2月2日撮影

問 都市計画課

☎内線2522

第1回

 ヤブツバキ
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス項目の見方

 情報
     ひろば

問　牛久市役所

　　☎� 029-873-2111（代表）

　　FAX 029-873-7510（代表）

※�番号のお間違いにはご注意

ください。

牛久市の魅力を市内外に発信。

楽しい情報、美味

しい情報いろいろ

あります。

問　政策秘書課

　　☎内線3201、3202

市政イベント、防災・防犯、

各学校など、市の情報をお届

けする「かっぱメール」にご登

録ください。かっぱメール登

録・解説ページ（牛久市公式

ウェブサイト）で

登録できます。ご

不明な点はお問い

合わせください。

問　情報政策課☎内線1673

かっぱメール 検 索

「かっぱメール」に 

 登録しましょう！

https://www.facebook.com/ushiku.citypromotion

「牛久市シティ
 プロモーション」
フェイスブックページ

「ちゃんみよ」こと、綾
あや

部
べ

みよさんをメイン

司会とするインターネットバラエティ番組。

動画サイト「U
ユー

S
ス ト リ ー ム

TREAM」で平日毎日生放送！

◆放送時間　平日午後6時45分～7時45分

◆スタジオ　エスカードプラザ特設スタジオ

問　Ｅ□chanmiyo@chanmiyo.tv

ちゃんみよＴＶ
http://chanmiyo.tv/

よ
ろ
う
し
く
～

「広報うしく」は、

毎月1日号（行政

区配布）と15日

号（全戸ポスティ

ング）の月2回発

行しています。市

ホームページで

も全ての内容を

掲載しています。

市からのお知らせ

皆さんの生活に密着した情報が盛りだく

さん！災害時の情報伝達にも役立ちます。

問　NPO法人牛久コミュニティ放送

☎875-8541 FAX875-8686Ｅ□ushiku@fmuu.jp

FMうしくうれしく放送
　生放送「ひるラジ！」
　月～金曜日午前10時～午後2時
　　　　　　（再放送：午後5時～9時）

FM
周波数

85.4MHz

午前11時～正午は牛久市広報番組を放送！

●新年賀詞交換会にご参加を

　市では、平成28年の新年賀詞

交換会を次のとおり行います。

　この賀詞交換会は、市内の各

界で活躍されている方々が、そ

れぞれの立場で抱負を語り、意

見の交換を行うとともに、市の

発展を図っていこうと毎年行っ

ているものです。

　市民の方ならどなたでも参加

できます。

日　1月15日（金）午前11時～

所　中央生涯学習センター多目

的ホール

￥　3,000円

問　総務課☎内線1012

●平成28年度小学校新入学児

童に対する入学祝品の贈呈

　（社会福祉法人）茨城県母子寡

婦福祉連合会は、ひとり親家庭

（母子家庭、父子家庭）のお子さ

んに入学祝品（学用品）を差し上

げます。該当児童のいらっしゃ

るひとり親家庭で祝品を希望

される保護者の方は、1月29日

（金）までに市こども家庭課へご

連絡ください。

問　茨城県母子寡婦福祉連合会

（長島）☎029-221-7505、市こど

も家庭課☎内線1732

●第121回うしくゴッ多市出店募集

フリーマーケット

　個人、グループ、プロ、アマ

チュアは問いません。初めての

方も大歓迎。

日　2月14日（日）午前10時～午後3時

所　中央生涯学習センター駐車場

￥　（A）1区画2,000円、（B）半区

画1,200円

定　（A）30区画、（B）20区画

申　はがきに①希望する区画

（A、Bどちらかを必ず記載。「ど

ちらでも」は不可）②氏名（ふり

がな）③郵便番号④住所⑤確実

に連絡のとれる電話番号（申し

込み内容について問い合わせを

することがあります）、⑥出店品

目（例…衣類、雑貨）を明記の上、

「〒300-1292牛久市中央3-15-1

牛久市商工観光課ゴッ多市係」

宛てに郵送ください。

※記入漏れなど、不備がある場

合は受け付けできません。

※申し込みは1組1枚まで2枚目

以降は無効。複数応募は不可。

※電話、FAX、窓口での受け付

けはできません。

締　1月4日（月）～15日（金）必着

※定員を超えた場合は抽選。結

果は通知します。

問　商工観光課☎内線1823

広報うしく 2016年1月1日号 18



日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス項目の見方

 【あいさつ運動】 明るく元気な市役所を目指し、職員一人ひとりがおもてなしの心を持って、明るく元気な「あいさつ運動」実施中

●稀勢の里応援団

稀勢の里関を応援しよう！

　1月10日から始まる「大相撲1

月場所」での稀勢の里関の勝数

を予想してご応募ください。的

中した方の中から10人に、「稀

勢の里応援団加盟店」から賞品

をプレゼントします。なお、商

品の発送をもって、当選の発表

に代えさせていただきます。

申　場所中、「稀勢の里応援団の

ぼり」の立っている応援団加盟

店にある応募用紙に、住所・氏

名・年齢・電話番号・予想した

勝数を記入の上、応募期間中に

お買い物したレシートを添付し

て応援団加盟店で応募。※応募

は1人1通まで。

締　1月10日（日）～17日（日）

問　牛久市観光協会☎874-5554�

HPhttp://www.kisenosato.e-ushiku.jp

●お父さんといっしょ 「パパといっしょにクッキング！」

日　2月27日（土）午前9時30分～午後1時30分　　　所　市保健センター栄養実習室

対　市内在住の小学生1人とその父親　　定　12組24人

￥　1人700円 ※当日にキャンセルされた場合、キャンセル料（会費相当分）をいただきます。

申　1月4日（月）～29日（金）の間に電話､ FAXでお申し込みいただくか、市民活動課ホームページ（http://

www.city.ushiku.lg.jp/section.php?code=8）から申し込みフォームに入力の上、送信してください。※住所、

お子さんとお父さんの氏名、電話番号、お子さんの学校名、学年をお知らせください。

注意事項　申し込み多数の場合は抽選。その際、初めて参加する方を優先とする場合があります。使用

する材料は、乳・小麦・卵・りんご・オレンジ・ごま・大豆・豚肉が含まれます。

主　牛久市　後援　牛久市教育委員会　問　市民活動課男女共同参画推進室☎内線1631FAX873-2512

メニュー 【中華三昧定食】

１ レタスチャーハン

　 （ウインナー入り）

２ 手作り羽つきぎょうざ

３ はし休めのさっぱり三色ナムル

４ とうもろこしの中華スープ

５ デザート（りんごとオレンジの飾り切り）

　楽しみながら一緒に調理・食事をすることを通して、お父

さんは子育てに関わっていくことの新鮮さ、大切さを感じ、お

父さんも子どももともに料理する喜びを味わうことができる

よう、この企画を実施します。お父さんが子育てに関わる貴

重な機会ですので、ぜひご参加ください。初めての挑戦でも

大丈夫。ベテランの先生が分かりやすく教えます。

●牛久みらい保育園病後児保育室バンビちゃんのお家

　牛久みらい保育園ではインフルエン

ザや感染性胃腸炎など感染症の出席停

止期間中からでもご利用できる病後児

保育事業を実施しています。

保育時間　午前8時～午後5時

※休業日…�土・日曜日、祝日、盆休み（8月13日～15日）、�

年末年始（12月29日～1月3日）。

所　社会福祉法人童心会 牛久みらい保育園（東猯穴町1260-11）

対　市内在住の満1歳から小学校3年生までのお子さん

￥　1日2,000円（食事代、おやつ代込み）、4時間以内は1,000円

申　利用には事前登録が必要です。詳しくはお問い合わせください。

申・問　牛久みらい保育園（石井・飯岡）

☎874-3993 FAX874-3901 Ｅ□ushiku@doushinkai.jp

【病後児保育とは】

お子さんが病気の「回復期」であり、かつ集団保育が困難な期

間において、保育園に付設された専用のスペースで一時的に

お預かりする事業です。
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日＝日程　所＝場所　内＝内容　対＝対象　定＝定員　講＝講師　￥＝費用　持＝持ち物　申＝申し込み方法 締＝申込締め切り日　他＝その他　主＝主催　共＝共催　団＝団体名　問＝問い合わせ　HP＝ホームページアドレス　Ｅ□＝Eメールアドレス項目の見方

●犬・ねこの幸せさがし（譲渡会）

　市内で保護された犬・ねこ達の

幸せ探し（譲渡会）を行います。新し

い家族の一員と

して、大切に飼っ

てくださる方を

探しています。

日　1月23日（土）午前10時～正午

所　市役所分庁舎第2会議室（2階）

※当日はバザーを開催。バザー

用品の寄付も募集しています。

※今回の譲渡会は、牛久市とボ

ランティア団体が保護した動物

の譲渡を目的としています。個

人または他の団体で保護された

犬やねこの参加はできません。

※動物たちは当日お渡しできま

せん。後日、ボランティアがご

自宅にお届けします。

※新しい飼い主になるには、条

件があります。詳細は会場でご

確認ください。

主　牛久市

共　いばらきいきものねっと

問　環境政策課☎内線1563

●110番を正しく利用

　しましょう

　1月10日は110番の日です。「緊

急通報110番」の適正な利用への

ご理解とご協力をお願いしてい

ます。

緊急通報110番

　110番は、事件・事故の緊急通

報ダイヤルです。緊急の対応を必

要としない相談・警察への意見要

望は「#9110」もしくは牛久警察署

（☎871-0110）へお願いします。

みなさんと警察を結ぶホットライン

　茨城県警では、「女性専用相談

電話」「ニセ電話詐欺相談ダイヤ

ル」などのホットラインを開設

していますのでご利用ください。

◆女性専用相談電話☎029-

301-8107

◆ニセ電話詐欺対策室☎029-

301-0074

聴覚・言語に障害のある方の110番

◆Eメール110番：http://ibaraki110.jp

　FAX110番：#7412

　（FAX029-301-6110）

●Music Avenue in ESCADO 

～うしく街かどコンサート～

　「うしく街かどコンサート」も残

すところあと2回！第3回目の今回

は「冬だからこその温もりを…」と

題して名曲をお届けします。

日　1月15日（金）午後5時開演

（午後4時30分開場）、午後6時終

演予定※全席自由。

所　エスカードホール（4階）

￥　500円

特典　（コンサート当日のみ）

①イズミヤ第3駐車場（つつじが

丘）および市営かっぱ口第2駐車

場3時間無料（イズミヤ東口第1

および地下駐車場は除く）

②お買い物割引あり（チケット提

示でイズミヤ、ポポラマーマでお

会計5％割引）※他割引の併用は

できません。一部対象外あり。

チケット発売所　中央生涯学習

センター、エスカードプラザ、ウ

インズ・ユー、ヤマハピアノサ

ロンつくば店

※次回は3月12日（土）に「心の

中にも春」と題して開演予定。

問　牛久都市開発（株）

☎874-3311 HPhttp://escado.jp ●図書館1月の予定

◆1月の全館休館日

�　1月1日（金・祝）～3日（日）・12日（火）・25日（月）

　※�市役所エスカード出張所は、上記に加え1月11日（月・祝）

も休館。

◆映画上映会　1月17日（日）午後2時「バンビ（アニメ）」

◆牛久おもちゃ病院　1月17日（日）午前10時～正午

◆おはなし会

　おはなしよんで…1月13日・20日・27日の水曜日午後2時15分

　おはなし会…1月9日・16日・23日の土曜日午後2時

　おはなしイチゴ…1月30日（土）午後2時

　おはなしとんとん…1月10日（日）午前11時

　うさちゃんきいて…1月15日（金）午前10時30分

問　中央図書館☎871-1400

スポーツ

●チャリティダンスパーティ

日　1月9日（土）午後1時30分～

4時30分

所　牛久運動公園体育館メイン

アリーナ

￥　1,000円（ドリンク付き）※

当日支払い。

主　牛久市レクリェーション協会

問　牛久市体育協会事務局☎

873-2486、牛久市レクリェー

ション協会事務局☎873-8010
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●公立保育園の一般職非常勤職員の募集

職　種 短時間保育士（①早番②遅番） 募集人数 ①1人　②2人

応募資格 65歳未満で保育士の資格を取得している方 仕事内容 保育園幼児の保育全般

報　酬 時給1,000円 ※交通用具利用の場合、距離に応じて交通費を支給。

勤務日数
・

時　間

勤務日数：①・②週5日間
勤務時間：①1日（午前7時30分～9時30分）2時間②1日（午後4時～6時）2時間※ともに時差出勤あり。
休暇・休日：土・日曜日、祝日、年末年始（年3～4回土曜日出勤あり）

任用期間 平成28年2月1日～3月31日 ※勤務実績により再任用制度あり。

勤務場所 ①栄町保育園　②下根保育園

◆�選考方法　書類選考・面接試験 ※書類選考後、対象者に面接日を通知。

◆�申込方法　「非常勤・臨時職員登録申込書」に必要事項を記入の上、写真（4cm×3cm）を貼付して、担当課

窓口にご提出ください。申し込みは郵送でも受け付けます。申込書は人事課窓口のほか、ホームページか

らもダウンロードできます。※地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する方は、応募できません。

◆�申込期間　平成28年1月1日（金）～13日（水）

申・問　任用について…人事課☎内線1211、業務について…保育課☎1764

●いばらき県南若者サポート

ステーション就労相談

日　1月26日（火）午後1時～5時

所　ひたち野リフレ第2会議室

対　15～39歳の若年無業者お

よびその家族 ※参加無料。

申　相談日の3日前までに電話、

FAXまたはEメールでお申し込み。

問　いばらき県南若者サポートス

テーション（一般社団法人アイケイ

つくば）☎893-3380 FAX893-3381

Ｅ□ info@saposute-tsukuba.jp

●平成27年度第2回茨城県南

水道企業団職員募集

試験日　平成28年2月7日（日）

職種　一般事務職員

採用人数　若干名

採用予定日　平成28年4月1日

応募期間　平成28年1月1日（金・

祝）～25日（月）

申　受け付けは郵送のみ。

問　茨城県南水道企業団総務課

☎0297-66-5131�HPhttp://www.

ibananww.ne.jp/

人材募集・就職支援
●いばらきヘルスロード365

牛久市大会

牛久市ヘルスロード№146鎌倉

権五郎景政物語コースを歩く

日　1月16日（土）午前9時集合、

（行程午前9時45分～午後0時30

分予定）※雨天決行。

集合場所　奥野生涯学習センター駐車場

行程　うつつ坂（大仏ビューポイ

ント）、鎌倉権五郎景政の墓、など

対　健康で約10㎞歩ける方

￥　300円（中学生以下無料）

持　飲み物、レジャーシート、雨

具、昼食（必要な方）

申　はがき（〒300-1233牛久市栄

町6-4高梨武男宛て）またはFAXで。

主　茨城県ウオーキング協会

問　高梨☎090-8119-6404

FAX873-3701

●平成27年度後期（春季） 

牛久市民硬式テニス教室

日　2月7日・11日・14日・21日

（全4回、予備日28日）

時　午前9時～正午（初日は午

前9時受付開始、午前9時30分説

明。以後は午前9時より開始）

所　牛久運動公園サンシャイン

テニスコート

対　市内在住・在勤・在学の小

学生以上。

定　一般20人、小学生10人

￥　1人2,500円（受講初日に徴収）

持　運動できる服装、テニス

シューズ、ラケット

締　1月4日（月）～16日（土）

主　牛久市体育協会硬式テニス部

申　牛久市体育協会事務局

☎873-2486

●太極拳体験講座

　太極拳は、自分の体調に合わせて無理なく、ゆっくりと身体を動

かし、心身をほぐす健康法です。参加は無料です。

日　1月19日・26日（火）午後1時30分～3時　所　三日月橋生涯学習センター和室

対　市内在住の方（老若男女不問）※動きやすい服装でお越しください。

講　野口昌子師範（NPO法人日本健康太極拳（楊名時太極拳））

主　太極拳「牛久沼友の会」　　問　鏑木☎0297-62-2207
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●０歳から楽しめるチャリ

ティーコンサート

～どこかで聴いたクラシック・

ヴァイオリン＆ピアノ～

　市内で生き場を失った犬・猫の

ためのチャリティーコンサート。

収益金は牛久市の動物愛護に協

力しているボランティア「いばら

きいきものねっと」へ寄付します。

日　１月24日（日）午前11時開演

所　ひたち野リフレプラザ

曲目　愛の挨拶、子犬のワルツなど

￥　大人600円、子ども300円（2

歳以下無料）※0歳から入場可。

※当日はフリーマーケットで販売

できる品物の寄付も受け付けます。

問　石原☎090-3436-3484

●環境学習同好会からのお知

らせ（学習会と上映会）

①「新春かるたとり学習会」

日　1月11日（月・祝）午後1時30

分～3時30分

内　原発かるた、戦争かるた、環

境かるたで学ぶ ※入場無料。

②映画「首相官邸の前で」上映会

日　1月30日（土）午後1時30分�

～4時30分

内　社会学者・小熊英二氏の監

督作品の上映会など…【第1部】

上映会（午後1時45分～3時40

分）、【第2部】トークシェア（午

後3時45分～4時30分）

￥　500円（当日集金）

【共通事項】

所　中央生涯学習センター視聴覚室

対・定　なし（申し込み不要）

主　環境学習同好会

問　中村☎874-5089（午前8時

頃）Ｅ□yanboubo@gmail.com

●牛久愛和病院 

第55回生活習慣病教室

テーマ「慢性腎臓病と生活習慣」

　医師、各部門スタッフがあな

たの疑問にお答えします。予約

不要、入場無料。

日　1月19日（火）午後2時30分�

～3時30分

所　牛久愛和総合病院B館2階

大ホール

講　内藤誠医師（腎臓内科）

主　牛久愛和総合病院広報委員会

問　牛久愛和総合病院総務課

☎873-3111（代表）

●講演会｢災害と原発｣

　身近に起こった災害を教訓と

して、原発事故による災害を具

体的に考えてみよう。

日　1月23日（土）午後2時～4時

※申し込み不要。

所　中央生涯学習センター大講

座室

講　山崎久隆氏

￥　資料代300円

主　原発いらない牛久の会

問　森川☎080-3935-4653

●シニア劇団「はつらつ一座」

さらば貧乏神よ！

日　2月28日（日）午後1時開場、

午後1時30分開演

所　中央生涯学習センター文化

ホール※入場無料（先着順）。

内　江戸っ子を絵に書いたよう

な源太、ある日酒に酔い連れて

帰ってきた男は源太にしか見え

ないという貧乏神だった。そんな

2人の奇妙な生活が始まる…。

主　はつらつ一座

問　古市☎874-5635、

高橋☎090-7942-7022

●歴史を語り合う会

日　1月17日（日）午後2時～5時

所　エスカード生涯学習セン

ター第1・2講座室※予約不要。

演題　「沖縄の歴史と現実」

内　琉球王国の繁栄から、薩摩

の琉球侵攻、琉
りゅうべい

米条約、日本政府

による琉球処分＝琉球併合、沖

縄戦、日本独立と在日米軍基地

の沖縄移設など、現在の辺
へ の こ

野古

新基地建設問題、本土の人々の

沖縄に対する基地依存経済、沖

縄の歴史と現実をみていきたい。

講　杉森弘之 氏

￥　300円（資料代）

主　牛久史談会

問　事務局（染谷）☎090-7948-

3361

●うしくエコかるた 

標語づくり教室

　省エネ、ごみ削減、自然保護

等の子どものエコな活動を学び、

標語づくりを実習します。

日　1月10日（日）・24日（日）

所　中央生涯学習センター中講

座室

対　市内の小学生1～6年生児童

定　各教室50人（合計100人）

申　電話またはFAXで申し込み

締　1月8日（金）午後6時

主　地球温暖化防止活動推進牛

久グループ

協力　ガールスカウト茨城県第27団

後　牛久市、牛久市教育委員会

問　うしくエコかるた作成事務

局（中山）☎・FAX874-1296

催し・講座

作
成
例
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●行政書士無料相談会（1～3月）

日　1月23日（土）、2月27日（土）、3月26日（土）の午後１時～４時【原

則、毎月１回第４土曜日実施】

所　中央生涯学習センター中講座室

内　相続、遺言、成年後見制度、農地転用、会社設立、クーリング

オフ、交通事故、永住、各種契約書作成など※予約不要、秘密厳守。

主　茨城県行政書士会県南支部　　問　稲葉☎879-7415

メンバー募集

●平地林の手入れ作業 

「森林ボランティア」募集

　身近にある平地林・里山を守り

育てませんか。初めての方・小さ

なお子さんのいるご家庭も大歓

迎。活動終了後に新年会を行いま

す（新年会のみの参加も歓迎）。

日　1月17日（ 日 ）午 前8時30

分～11時30分

所　井ノ岡町3706-1※現地集合。

内　下草刈り、伐採、枝打ち

持　ナタ、カマ、ノコギリ、作

業服、手袋、飲み水

￥　保険代1人300円（1家族500

円）※新年会会費は後日連絡（人

数に合わせて調整）。1人約3,000円。

団　木とふれあうネットワーク

問　事務局（阿部）☎873-6424

●筑波銀行年金無料相談 

（要予約）

　裁定請求書作成、添付書類の

ご案内などのお手伝いをします。

第2土曜日年金相談会

日　1月9日（土）午前10時～午

後4時

所　すまいるプラザ牛久（筑波

銀行ひたち野うしく支店内）

問　筑波銀行牛久支店（蒲
か ば や

谷）

☎873-1310

●常陽銀行年金無料相談 

（要予約）

　銀行顧問の社会保険労務士が

ご相談に応じます。

日・所　【ひたち野うしくローン

プラザ】1月9日（土）午前10時～午

後4時、【常陽銀行牛久支店】1月15

日（金）午前10時～午後3時

持　年金手帳など

問　常陽銀行ひたち野うしく支

店☎871-8122、常陽銀行牛久支

店☎872-5112
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まちの話題

USHIKU NEWS

牛久市国際交流協会 冬の交流会

牛久で育む異文化交流

　牛久市日本語教室の「冬の交

流会」が12月5日、三日月橋生涯学

習センターで行われ、外国人学

習者や日本語教室ボランティア

などの方たちで賑わいました。

　会場のステージでは、歌や踊

り、日本語習得の成果などが発

表されました。また、さまざま

な国の料理が持ち寄られ、抹茶

を楽しめるコーナーを設けるな

ど、食文化の交流も楽しみ、終

始和やかに会が進みました。

学習者とボランティアによる歌の発表�牛久市平和使節団の発表 �日本の茶席も好評でした

平和の集い

戦後70年 
今、平和を考える
　「平和の集い」が中央生涯学習

センターで11月28日に開催され

ました。当日は、牛久市平和使

節団（市内の中学生）25人が、昨

年夏に市内在住の戦争体験者へ

の訪問で感じたことや、広島市

訪問などを発表しました。

　また、ジャーナリストの江川

紹子さんの講演会も行われ、「混

迷の時代を生きる“命の重さ”」

と題して講演。平和について改

めて考える一日となりました。

秋の叙勲
受章おめでとうございます

　「秋の叙勲」と警察官や消防士

などの業務に長年従事した人を

たたえる「危険業務従事者叙勲」

が発表されました。牛久市では

15人の方が受章しました。

おめでとうございます。

※ 掲載の許可をいただいた方の

み掲載しています。

●平成27年 秋の叙勲

瑞宝小綬賞

櫻井　義宏

� （元特許庁審判部首席審判長）

矢口　孝� （元公立高等学校長）

●第25回 危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章

櫻田　幸佾� （元警視庁警部）

佐々木勝年� （元警視庁警部）

佐藤　剛� （元警視庁警部）

髙橋　啓二� （元警視庁警部）

畑田大三郎� （元警視庁警視）

瑞宝単光章

青木　幸雄� （元警視庁警視）

大木　政德

（元東京消防庁消防司令）

齋藤　五郎�

（元東京消防庁消防司令）

和知　武� （元千葉県警部補）

寄　付

●みどり野行政区から寄付

　みどり野行政区（葊瀬隆司区

長）では文化祭での収益金を牛

久市社会福祉協議会へ毎年寄付

しています。11月26日、みどり

野区の葊瀬区長と小野寺治子さ

んが市役所を訪れ、収益金5万

円を牛久市社会福祉協議会へ寄

付しました。この寄付金は、地

域福祉推進のために使われます。

●30回目の歳末助け合い托
たくはつ

鉢

　牛久市佛
ぶっきょうかい

教会による托鉢行脚

が12月4日、市内で行われまし

た。この「歳末助け合い托鉢」は毎

年欠かさず行われ、今年で30回

目を迎えました。多くの市民から

寄せられた善意の募金262,754

円は、牛久市社会福祉協議会を

通じて、低所得者の支援や地域

の見守り活動に使われます。

温かい善意ありがとうございます
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茨城県文化芸術功労者受賞

牛久の芸術に長年貢献

交通安全・防犯

子どもたちから街を明るく

　「茨城県芸術祭」の授賞式が、

11月21日に茨城県近代美術館

（水戸市）で開かれ、牛久市文化

協会会長の中村一雄さんが、文

化芸術振興に貢献したとして茨

城県から表彰を受けました。

　中村さんは、牛久市文化協会

会長として長年にわたり、文化芸

術活動に貢献。牛久市では個人と

して初めての表彰となりました。

　12月5日、牛久市役所会議室で

「交通安全、防犯ポスター・標語、

社会を明るくする運動作文コン

クール表彰式」が行われました。

　表彰式では、力作に「市長賞」、

「警察署長賞」などが贈られまし

た。今回表彰された作品は、ポ

スターやカレンダーなどにして、

交通安全や防犯などの啓発活動

に使われる予定です。

竜ケ崎法人会

税制改正に関する提言

　（一社）竜ケ崎法人会牛久地区

会（海老原賢会長）から根本洋治

市長に「平成28年度税制改正に

関する提言」が、11月18日手渡

されました。

　提言書では、グローバル競争

とそれがもたらす所得格差など、

社会の大きな構造変化のなかで

も、中小企業の活性化を図る税

制措置などを提言しました。

上町行政区「ふれあいサロン餅つき大会」

年末の暖かいひととき

　12月5日、上町行政区（渡部昭

八朗区長）の上町区民会館で「第

6回ふれあいサロン餅つき大会」

が開催されました。晴天の中、子

ども会と地域の方たち約120人

が集まり、餅つきや昔の遊び、ビ

ンゴなどで楽しく交流しました。

　毎年参加している小学生は、

「私にとって、餅つきができるの

はここだけ。毎年楽しみにして

いる」と話していました。

餅つき体験を楽しみに、子どもたちが

列に並びました

多くの作品のなかから選ばれ、表彰状

を受け取る子どもたち

ふれあい美花市民の会　平成27年度活動状況

花で心を豊かに！ふれあい美化市民の会

　心豊かな潤いのある活気に満ちた「美しい地域づくり街づくり」を

目指して、市内24団体と幼稚園・小学校・中学校が一体となり毎年

積極的に活動しています。今年度の「牛久市花いっぱい運動コンクー

ル」と、大好きいばらき県民会議主催の「花と緑の環境美化コンクー

ル」の審査結果を発表します。

◆「第43回花と緑の環境美化コンクール」審査結果

賞　名 部　門 団体名
茨城県教育委員会教育長賞 フラワーロードの部 かみや緑の里親元気クラブ

大好きいばらき県民会議理事長賞 団体・職場の部 牛久地区婦人会

◆「第26回牛久市花いっぱい運動コンクール」審査結果

ロード･地域 団体の部 学校の部

会長賞 小坂花の会 中根小学校

特別賞 神谷神和会 神谷小学校

努力賞
かみや緑の里親元気クラブ

栄町シニアクラブ長寿会

刈谷地区自治会

牛久第一中学校

第一幼稚園、向台小学校

ひたち野うしく小学校

牛久第二中学校

敢闘賞
神谷二区ふれあい通り 奥野小学校

東猯穴秋桜の会

部門
賞名

中村さんは市役所を表敬訪問し、根本

市長もお祝いを述べました
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学校給食「和食の日」始まる

1
いい

1月2
にほんしょく

4日は「だし」で味わう給食の日

　11月24日を“いい日本食”「和

食の日」に制定されているのに

合わせ、同日、市内の小中学校、

幼稚園、保育園で、学校給食「和

食の日」の第1回目が行われま

した。和食の日では、「だし」を

味わい、日本の食文化への興味

を喚起することを目的に、各校

でオリジナルの献立を提供しま

す。下根中学校では、キノコご

飯、サバのゴマ味噌焼き、ヒジ

１　�生産者（写真一番右）と給食を楽しむ

生徒たち

２　�うま味たっぷりの和食メニュー1

キ煮、五目汁が並びました。

　同校栄養士の今村栄子さんは、

「だしでうま味を引き出した結

果、昨年より調味料の使用量が

減った。味への満足感を保ちつ

つ塩分を減らすことができたと

思う」と話し、生徒たちも「いつ

もと味は違うが、おいしさは変

わらない」とうれしそうに食べ

ていました。

　この日、市内の生産農家の方

たちも給食に招かれ、自分たち

が作った野菜を食べる生徒たち

と楽しそうに歓談していました。

牛久産小麦「ゆめかおり」のおやつ

体も心もほっこりの 
「すいとん」

　11月11日のつつじが丘保育

園のおやつは「ゆめかおりすい

とん」でした。このすいとんは、

平成26年2月のスローフードコ

ンテストのレシピで作られまし

た。牛久産小麦ゆめかおりのす

いとんと、栄養たっぷりの具材

が、かつおだしの旨みで、味わ

いある一品となりました。

奥野っ子ステージ

英語で発表、その成果は？

女化芸術活動推進協議会主催

女化秋祭り
～芸術祭・収穫祭～
　女化青年研修所で12月11日、

12日、「女化秋祭り～芸術祭・収

穫祭～」が開催されました。会場

では、「餅つき体験」や地域にゆ

かりのあるキツネに変身できる

「キツネのメイク体験」など楽し

い企画が催されました。また、地

元で収穫されたさつま芋を、も

み殻を使って焼き芋にした「焼き

芋体験コーナー」なども設けられ、

来場者にとって地域の自然と味

覚を堪能する一日となりました。

アのオレンジ市の交流校とテレ

ビ電話を使い、情報交換をした

様子を発表していました。村上

司さん（5年生）は「牛を食べる

ために飼っているという話に

びっくりした」と話し、山岡真緒

さん（6年生）は「外国人にも、自

分からあいさつできる積極性が

ついた」と語ってくれました。

　奥野小学校で11月20日、「Let’s 

Try！輝け奥野のステージで」と

のタイトルで、学習成果発表会

「奥野っ子ステージ」が開催され

ました。同校は文部科学省の委

託事業「少子化・人口減少社会

に対応した活力ある学校推進事

業」の指定を受け、小規模校を存

続させる場合の教育活動の一環

として実施されたものです。

　この日、1年生から6年生の全

学年で英語を取り入れた歌や発

表が行われ、5年生は「わたした

ちの宝物」である奥野の自然の

貴重さや、ごみ問題などを海外

からも学ぼうと、オーストラリ園児たちは、「もちもちしてる」、「おい

しい！」と大喜び

2

キツネのメイク体験楽しかったよ
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「小中学校鑑賞会」で、作家の説明を熱

心に聞く子どもたち

地元作家・市民・行政による美術展

「第21回うしく現代美術展」
―あーとのチカラ―
　11月22日から12月6日にかけ

て、中央生涯学習センターで

「『第21回うしく現代美術展』―

あーとのチカラ―」が開催され、

多くの来場者でにぎわいました。

　関連行事として開催された

「小中学校鑑賞会」では、子ども

たちが作家とじかに触れ合い、

交流することができました。ま

た、奥野小学校では、「学校移動

美術展」も行われました。

第10回ブリアントヴィルうしく

牛久の夜を彩って10年

　12月5日、約12万球のLEDで

牛久駅周辺を彩る「ブリアント

ヴィルうしく」の点灯式が行わ

れました。牛久駅周辺の活性化

を目的に始まり、今回で10回目。

今回の電飾は「ひかりの森」を

テーマに、牛久現代美術展出品

作家の方々が製作し、牛久市知

的障害者デイサービス「わくわ

く」の通所者の方々にも協力し

ていただきました。

　イルミネーションは、2月14

日までの毎日、午後5時から午

前1時まで点灯しています。

第６回うしく菊まつり新品種の名称決定

牛久の花「菊」　新品種の名前が決まりました

　昨年11月に開催した「第6回うしく菊まつり」の会場で園芸家の上

村遙氏による新品種の菊が3種類発表され、名称を募集しました。応

募総数は107通に上り、その中から以下の名称に決定しました。

牛
う し く

久のほほえみ
命名者

大
おおくし

串静
しず え

江さん（牛久市）

牛
う し く

久の初
はつゆき

雪
命名者

村
むらい

井久
ひさ

雄
お

さん（牛久市）

大
おおくぼ

久保まことさん（牛久市）

シャトールージュ
命名者

村
むらかみ

上泰
やす

宏
ひろ

さん（牛久市）

式典の前後にはミニコンサートが行わ

れました。写真は牛久第一中学校混声

合唱団による合唱

牛久産ぶどうワインレガーメ発売

2年目のワイン「レガーメ」

　 牛 久 産 ぶ

どう100％の

ワインが好調

な売れ行きを

みせています。

このワインの

生産販売は2

年目を迎え、

昨年の12月17日からうしくグ

リーンファーム株式会社で販売

されています。

　この赤ワインは、醸造を依頼し

た檜
ひやましゅぞう

山酒造のある姉妹都市の常

陸太田市と、世界的にワインで

有名な友好都市イタリア グレー

ヴェ・イン・キアンティ市との絆

が永遠に続くようにとの願いを

込めて「レガーメ」（イタリア語で

絆の意）と命名されました。

　かつてはぶどう畑が広がり、

セレブリティが集ってワインを

楽しんだ牛久。レガーメを飲み

ながら、牛久の歴史に思いを馳

せてみませんか？

　価格は2,000円（税込）で、限定

1,500本。完売次第終了となりま

すので、お買い求めはお早めに。

問　うしくグリーンファーム（株）

　　（久野町1496-1☎875-1333）

檜山酒造の檜山社長（写真左）とうしく

グリーンファームの社員
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牛久市は
スローフードを
応援しています。
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再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。
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　「USHIKU野菜オーケストラ」とは、牛久市で生産

量の多い野菜を15種類※１集め、キャラクターとした

ものです。市民のみなさんが、野菜に興味をもって、

もっと野菜を好きになってもらえるように、野菜の

栄養や特長を楽しく学べるように、という「ねがい」

を込めて、牛久市栄養士部会※２が企画しました。

　「野菜キャラクター」一人ひとりの持つ「栄養素」と

いうすてきな音が重なり合えば、「健康なからだ」を

すばらしい音楽として奏でることができます。毎日

の食事の中で、かわいい野菜キャラクターたちを楽

しく覚えてください。

　「USHIKU野菜オーケストラ」の詳しい情報につ

いては、牛久市ホームページの健康づくり推進課

トップページをご覧ください。各野菜キャラクター

の名前・性格・特長・栄養素などを掲載しています。

※1　2010年世界農林業センサスデータより。

※2　�牛久市栄養士部会とは、保育園、小中学校、保健セン

ターの栄養士です。

牛久の野菜がキャラクターになりました

「USHIKU野菜オーケストラ」が誕生しました！

「USHIKU野菜オーケストラ」キャラクター

制作にご協力いただいた皆さん

　11月15日、「第4回みんなのしあわせ見本

市」開会セレモニーにおいて、キャラクターの

デザイン制作者である牛久市在住Kanakoさ

ん（写真前列一番左）に感謝状を、各野菜キャ

ラクターに名前をつけてくれた小学生、中学

生、保育園児の皆さんに記念品を贈呈しまし

た。ご協力ありがとうございました。
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